
　宮城マスター検定は、県内外の皆さんに宮城県の魅力をPRし、宮城県への理解と親しみを深めてもらうご当地検定
です。
　問題は、産業、観光、食材、歴史、文化、震災復興などさまざまなジャンルから出題され、県などが発行している
パンフレットや過去問題からの出題が中心です。
　１級試験は、これまで２０１７人が受験し、合格者は４２人、合格率は ２．１％となっています。
　合格者には「１級合格者カード」が交付され、カード提示で施設観覧料などが割引となる特典があります。

※会場の都合により、応募者が多数となった場合は、抽選で受験者を決定することがありますので、あらかじめご了承願います。

⽇ 時 11⽉12⽇（⽇）午後1時30分 〜2時30分

場 所 県庁2階講堂

受 験 資 格 なし。どなたでも受験できます。

受 験 料 無料

合 格 基 準 50問中40問以上正解 

参 考 資 料
 ウェルカムみやぎ観光ガイドブック23、私たちの宮城県、 みやぎ・復興の歩み12、みやぎ・仙台 ⽇本⼀！百選 
※参考図書は県庁1階「総合案内」で配布しています。 

申し込み⽅法
7⽉31⽇（⽉）から9⽉15⽇（⾦）までに申込書を郵送またはファクシミリにより下記問い合わせ先へ提出

（スマートフォンなどからの電⼦申請も可能）

問 富県宮城推進室［所在地：〒980-8570（住所記載不要）］　☎022(211)2791　FAX 022(211)2719

１級試験のお知らせ１級試験のお知らせ
第13回宮城マスター検定宮城マスター検定

受験者の声

●マスター検定で知った観光名所に祖父母を案内し
たい。（小学生）
●当たり前に食べていた物は宮城独自のものだと
知った。（中学生）
●県外出身の社員に、地元社員が指導しながら一緒
に受験。後日、試験勉強を通じて知った観光地を訪
問した。（金融・保険業）
●事務系と現場の社員との間で共通の話題ができ
た。（運輸業）

難問にチャレンジすることで、宮城県のことをよ
り詳しく知っていただきたいです。

県の担当者から一言

受験者の声

ホームページには過去に出題した全
問題を掲載しています。

東日本大震災の記憶と教訓を伝える各地の伝承
施設のゲートウェイ（玄関口）となる「みやぎ東日
本大震災津波伝承館」は、どの市町に建設された
でしょうか。
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仙台市
石巻市
気仙沼市
南三陸町

昨年度の出題問題に挑戦してみよう！昨年度の出題問題に挑戦してみよう！昨年度の出題問題に挑戦してみよう！昨年度の出題問題に挑戦してみよう！

2 正解…
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